
開催日 2020.11.25㈬～ 27㈮

会　場 日本教育会館（東京会場）

中央電気倶楽部（大阪サテライト会場）

（品質経営総合大会）

https://www.juse.jp/quality_forum/

一般財団法人日本科学技術連盟　クオリティフォーラム担当
〒166-0003　東京都杉並区高円寺南 1-2-1
TEL：03-5378-1215　FAX：03-5378-9842　E-mail：tqmsemi@juse.or.jp
一般事例発表申込先
mindlinx 株式会社　E-mail：quality_forum@mindlinx.sub.jp　TEL：03-5937-2830

（mindlinx 株式会社はクオリティフォーラム運営のパートナー企業です）

クオリティ
フォーラム2020

一般事例発表募集、アーカイブ

クオリティフォーラムに関するお問合せ

詳細はwebサイトをご覧ください。

過去の講演がスマートフォン、パソコンで視聴できます!

「クオリティフォーラム アーカイブ」

2019 クオリティフォーラム アーカイブ ラインナップ

大好評 !

アーカイブ配信とは？

〈講師映像〉 〈パワーポイント映像〉 〈パワーポイント+講師 PinP 映像〉

「クオリティフォーラム アーカイブ」視聴イメージ

クオリティフォーラム アーカイブ 価格表

https://www.juse.jp/quality_forum/video_archive/

「クオリティフォーラムに参加できなかった」、「参加したが当該講演を聴講できなかった」、という方々のために、“映像アー
カイブ”として講演を後日に有償で視聴できるシステムです。
従来、開催日に当該会場でしか聴講することが出来なかったフォーラムを、いつでもどこでも気軽にパソコンやスマートフォ
ン上で視聴することが可能になります。
※利用期間内であれば、何度でも繰り返し視聴が可能です。 　※ご利用期間は、お支払い完了より 30 日間です。

速報版

クオリティフォーラム2019アーカイブ配信中 !

〈クオリティフォーラム〉 〈アーカイブ〉

第26回品質機能展開シンポジウム 同時開催

特別講演
QF2019 トータルパック

・QF2017・2018トータルパックの詳細は、webをご覧ください。

企画セッション

【日本を救う製造業  ～データ取引経済における勝利の方程式～】
西岡　靖之（法政大学　デザイン工学部　教授　（一社）インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ　理事長）

【デジタルトランスフォーメーションによる新しい価値の創造】
山名　昌衛（コニカミノルタ㈱　代表執行役社長 兼 CEO）

【企業における価値創造を実現するための人財育成】東海大学、コニカミノルタ㈱

【継続的な設計品質の向上に向けて】日産自動車㈱、河西工業㈱、㈱クボタ

【トップが語る我が社の品質経営】㈱オティックス、㈱キャタラー、コーセル㈱

【ホワイトカラーの業務品質向上に向けてⅡ】トヨタ自動車㈱、豊田鉃工㈱、㈱関ケ原製作所

【IoT 時代に加速するイノベーション】コニカミノルタ㈱、ロボット革命イニシアティブ協議会、（一社）京都試作ネット

【TQM のコアツール「方針管理」の重要性を改めて考える】村川技術士事務所

【様々な分野で展開されている TQM 活動】コマツ、㈱光栄

11月25日

● デジタルトランスフォーメーションによる新しい価値の創造
● 経営戦略としての働き方改革の実践
● TQM のコアツール「方針管理」の重要性を改めて考える
　～日常管理とのすみわけも含む
● 第 26 回品質機能展開シンポジウム

特別講演　２件
企画セッション　３セッション、第 26 回品質機能展開シンポジウム

特別講演　井上 康生 氏（柔道全日本監督）

11月26日

● 失敗から学ぶ成功への道 Ⅱ～企業事例に学ぶ失敗学実践による未然防止～
● グローバルでの競争優位を目指すものづくり革新
● 大変革時代に勝負を分ける人財育成の重要性
● トップが語る、我が社の TQM 推進による組織能力の向上

企画セッション　4 セッション
一般事例発表、日本品質奨励賞受賞報告講演、ＪＵＳＥ特別セッション

11月27日 新企画　事業所見学会（関東地区４事業所、関西地区１事業所で開催予定）

プログラム（予定）（2020 年３月現在）

※以下の講演をすべて視聴することができます。
※すべてのセッション・講演でアーカイブを実施しているわけではありません。

〔ご購入の前にご確認下さい〕
セキュリティの設定や、動作環境によってはご視聴いただけない場合があります。
下記の視聴テストサイトにて、ご自身のパソコンで動画を再生可能かご確認の上、お申し込み下さい。
■テスト視聴サイト：URL：https://deliveru.jp/pretest5/　　ID：livetest55　　PW：livetest55

QF2019
QF2017・2018

日科技連会員 一般
30,000 円 25,000 円 30,000 円

※金額は、すべて税抜きです。



申込書送付先　E-mail: quality_forum@mindlinx.sub.jp

● 発表会場設定にあたり、該当する項目を〔　　〕内に番号で記入してください。

● 事例検索サービス（左記に概要を記載）への掲載について
　　　日科技連「事例検索サービス」へ、発表事例の報文原稿を掲載することを

□ 承諾します

□ 辞退します

※一般事例発表の申込窓口は、当財団のパートナー企業であるmindlinx（マインドリンクス）株式会社になります。

● 連絡担当者（お申込受付時、関連資料をお送りする方）

1. 工程の品質改善・効率化　　　2. サービスの質向上　　　3. 新商品開発・技術開発
4. QC サークル活動（小集団改善活動）の推進　　　5. 人材育成　　　6. マネジメントと組織運営
7. SQC の活用　　　8. 顧客満足（CS）向上活動　　　9. 人事戦略　　　10. 働き方　　　
11.ホワイトカラーの生産性向上　　12. その他（その他を選択した方は、キーワードを記入して下さい）

（キーワード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

〔　　　〕
一般事例発表
カテゴリ

該当する項目を 1 つ
お選びください

発表テーマ

会社名

ふりがな

発表者名

*共同発表者

所在地

ＴＥＬ

所属・役職

所属・役職

ＦＡＸ

ＦＡＸ

Ｅ-mail

６月26日（金）
● 本「事例発表申込書」と「アブストラクト（発表概要）」をご提出ください。
●「アブストラクト」は、A4 判・1 枚（MS Word）に「発表テーマ」「発表者名」

　　「発表の概要・聞きどころ（200 ～ 300 文字）」をまとめてください。
●「アブストラクト」は、クオリティフォーラムのウェブサイトに掲載します。

※お申込みは、募集枠に達し次第締め切らせていただきます。

発表申込締切

報文原稿締切

クオリティフォーラム
2020開催

９月11日（金）
● 原稿はA4判用紙4枚または6枚にまとめて事務局までご送付ください。
● 詳しい執筆要領は、お申込み後事務局から連絡担当者様へご案内いたします。
● 原稿はクオリティフォーラムのウェブサイトに掲載します。（PDFファイル）

11月25日（水）～27日（金）
● 当日発表時間　1件あたり　発表25分、質疑応答5分
● 一般事例発表の申込窓口は、当財団のパートナー企業であるmindlinx（マインドリンクス）

　　株式会社になります。

会社名

担当者名

所在地

ＴＥＬ

Ｅ-mail

＊発表者が 2 名以上の場合は、特別価格（5,000 円（税抜き））での参加は代表者 1 名のみとさせていただきます。

〒

〒

一般事例発表募集のご案内
日本産業界の発展を支えてきた「クオリティ（質）」が今もなお健在であることは本フォーラムでの様々
な事例発表、講演などから実証済みですが、今年も皆様からのご発表を募集いたします。是非この機会に
事例発表にご応募ください。多数のご応募をお待ちしております！

日科技連では、各種イベントの発表事例を、日科技連賛助会員
会社ならびに日科技連 ISO 審査登録センター登録組織を対象に、
2020 年４月（予定）より Web サイト上で閲覧・検索できるサー
ビスとして「事例検索サービス」ならびに「J ナレッジ」を開
始します。イベントで発表された優秀な事例を共有することに
より、産業界の品質活動の向上に役立ててもらうことを目的と
しています。2019 年度のイベントより発表各社に許諾いただ
きました事例を順次掲載しております。本フォーラムの発表報
文原稿の掲載を許可いただきました方は本サービスをご利用で
きますので、是非ご検討ください。

一般事例発表申込書（Webサイトからダウンロードできます）
https://www.juse.jp/quality_forum/case_studies_boshu/

日科技連「事例検索サービス」とは？

● 事例検索サービス　https://www.juse.jp/sanjo/jirei_kensaku/
● Ｊナレッジ　　　　https://www.juse.jp/j-club/knowledge/

❶利用者：日科技連賛助会員組織（約 680 社）ならび
に ISO 審査登録センター登録組織（約 1900 社）。
ID、パスワードによるログイン方式で、利用者は限
られます。　　　　  　　   　 ※組織数は、2020 年３月現在

❷提供形式：PDF形式でダウンロードが可能。印刷不可。
なお、PDF には出典を明記します（例：日本科学技
術連盟 クオリティフォーラム 2020）。
❸掲載年数：掲載年より５年間です。
❹掲載開始時期：各種イベント終了１カ月後に掲載さ

れます。
❺公開事例の著作権：原則としてその発表事例の執筆

者に帰属します。
※詳細は広報・国際グループまで問い合わせください。
　TEL ：03-5990-5842　　Email：jusepr@juse.or.jp

本サービスの概要

参加費（税抜き）

１

２

３３

４

東
京
会
場

早割 2日券
一般：45,000 円／日科技連賛助会員：37,500 円
※早割申込の期間 :９月１日～９月 30 日　※2 日券のみ、早割の対象となります。

通常 2日券
一般：50,400 円／日科技連賛助会員：42,000 円
1 日券
一般：34,800 円／日科技連賛助会員：29,000 円
一般事例発表者
5,000 円（一般、日科技連賛助会員共に）

７学
生 5,000 円

５

６

大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場

2 日券
一般：25,200 円／日科技連賛助会員：21,000 円
1 日券
一般：19,200 円／日科技連賛助会員：16,000 円

発表者は、5,000円でフォーラムに参加できます！


